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公益社団法人日本看護協会（会長：高橋弘枝、会員 73 万人）は、2025 年の看護週間（5 月 11～

17 日）の初日である 5 月 11 日（日）に、若年層に向けて看護の魅力を伝えることを目的に、“なりたい自分に

なってやる。”をテーマに、「看護の日」イベント 「KANGO 部！」を開催しました。昨年までの情報発信型イベントを

刷新し、看護職を目指す人や看護に関心のある人が集い、学び合い、刺激し合う「部活動」のようなコンセプトで

実施いたしました。 

本イベントでは、昨年に引き続き MC をハリー杉山さんが務め、スペシャルサポーターとして俳優・タレントの杉浦

太陽さん、人気声優の蒼井翔太さんが声を務める「看護の日」キャラクターのかんごちゃんが登場し、看護にまつわる

エピソードや看護職を目指す中高生への熱いエールを交えたトークセッションが行われました。また、「忘れられない看

護エピソード～いのちをまもり、支えるプロフェッショナル～」の受賞作品発表では、最優秀賞作品を基に作成された

アニメーションも上映され、登場人物の声を人気声優のゆきのさつきさん、坂本真綾さん、他が担当。さらに、内館

牧子賞を杉浦太陽さん、優秀賞をハリー杉山さんが朗読しました。第 2 部では、「看護の日」キャラクター・かんごち

ゃんが看護の現場を取材した VTR を放映。病院で活躍する看護師が登壇し、仕事の魅力ややりがい、働き方が

語られました。さまざまなコンテンツを通し、看護の魅力発信だけでなく、それを目指す中高生を応援するイベントとな

りました。 

イベントのアーカイブ映像と「忘れられない看護エピソード～いのちをまもり、支えるプロフェッショナル～」最優秀賞

作品のアニメーションは、5 月 12 日（月）から、日本看護協会ホームページ、「看護の日」YouTube チャンネル

でご覧いただけます。 

 

 

 

 

 

 

 
2025 年「看護の日」イベント 「KANGO 部！」  

看護師とスペシャルサポーター 杉浦太陽さんが看護職を目指す中高生を応援！ 

“なりたい自分になってやる。”をテーマに看護の魅力を伝えるトークイベントを実施 

「忘れられない看護エピソード」アニメーションも公開 
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【プログラム概要】 

■第 1 部 

・オープニングトークセッション 

・「忘れられない看護エピソード～いのちをまもり、支えるプロフェッショナル～」受賞作品発表  

― 講評（脚本家：内館牧子さん） 

― 優秀賞作品朗読（ハリー杉山さん）内館牧子賞作品朗読（杉浦太陽さん） 

― 最優秀賞作品を基に作成したアニメーション公開（声優：ゆきのさつきさん、坂本真綾さん、他） 

 

■第 2 部 

・“なりたい自分になってやる。”トークセッション（看護師、杉浦太陽さん） 

 

【「忘れられない看護エピソード～いのちをまもり、支えるプロフェッショナル～」受賞作品】 

■最優秀賞 

「黒い食器の魔法」 福田 良美さん 

■内館牧子賞 

「最期の食事」 神田 直孝さん 

■優秀賞 

「”病気を抱えながら家で過ごすこと“を支える訪問看護」 葉山 香里さん 

 

【イベントハイライト】 

▼スペシャルサポーター 杉浦太陽さん、妻の辻󠄀希美さんが妊娠中で看護職に感謝 

スペシャルサポーターとして登壇した杉浦さんは、妻でタレントの辻󠄀希美さんが現在、第５子を妊娠中ということで

「妊婦検診のために、病院には毎月通っており、看護師さんにはお世話になっています。体の変化を気遣ってくれて、

看護職の存在が心の支えになっています」と感謝の思いを述べました。また、いのちの大切さを深く考える原点になっ

た作品として、主演を演じた“ウルトラマンコスモス”を振り返り、「1 年以上撮影をしてきて、いのちの尊さ、大切さを

学んでいきました。その思いを、自分の子どもたちにも伝えていますし、沢山のウルトラマンファンの子どもたちにも伝え

られたと思っています」と胸を張りました。 

また、杉浦さんは「19 歳の時に、腎臓結石で入院した経験があります」と、自身が経験した病についても触れ、

「気が狂うくらい痛かったです。もう二度と経験したくないので『食生活をどう改善したらいいですか?』など看護師さんに

相談したことが、今の健康につながっています」と話しました。そして、ご家族やご自身も含め、「これまで何百回・何

千回も、病院や看護職の皆さんにはお世話になっています」と看護職に感謝を述べました。 
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▼「忘れられない看護エピソード」受賞作品発表・最優秀賞作品のアニメーション上映 

―杉浦太陽さん「看護職の仕事は十人十色。患者さん一人ひとりをみる仕事」 

今年の「忘れられない看護エピソード」 も、「いのちをまもり、支えるプロフェッショナル」をテーマに、看護職を対象に

エピソードを募集しました。当日は最優秀賞を含む 3 つの賞に選ばれた作品を発表。最優秀賞を受賞したのは、

摂食・嚥下障害看護認定看護師として活躍する、福田良美さんの作品「黒い食器の魔法」でした。認知症もあ

り、誤嚥性肺炎で入院している患者の食事をサポートしていた福田さんが、患者のいのちと暮らしをまもる様子が描

かれました。受賞を受けて、福田さんは「数多くの作品の中から受賞できたことが光栄です。病院全体で患者さんを

継続的に見守り続けていたことで、患者さんの変化に気づけました。患者さんの様子を日々観察し、ご飯を食べられ

ない原因を徹底的に突き詰めて、根拠を出せたことが、良い結果に繋がりました」と語りました。 

杉浦さんは、「毎日、沢山の患者さんと接するという、こんなにも人の人生に触れ合う仕事はないと思います。看

護職の仕事は十人十色で、患者さん一人ひとりをみる仕事」と看護職のやりがいを語り「看護職の皆さんによって、

患者さんやその家族が、精神的にも沢山支えられていますよね」と感想も述べました。このエピソードを基に制作され

たアニメーションも公開され、登場人物の声として、人気声優のゆきのさつきさん、坂本真綾さん他に、担当いただき

ました。 

 

 

▼病院で活躍する看護師と杉浦太陽さんによるトークセッション 

―ハリー杉山さん「看護師の皆さんの存在がなければ、人生のステップを刻むことができません」 

トークセッションでは、MC のハリーさんとスペシャルサポーターの杉浦さん、日本医科大学付属病院 高度救命救

急センター主任の鹿志村旅人（かしむら・たびと）さん、本館 11 階 12 階病棟の佐藤彩友（さとう・あゆ）さん

が登場。VTR では実際に日本医科大学付属病院で働く、2 人のリアルな現場の様子が上映されました。 

MC のハリー杉山さんは「仕事とプライベートのオンオフがはっきりしていて、チームで一人ひとりの長所を最大限に
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出していますね」と、ハードな働き方がイメージされがちな看護職について、自分のプライベートもしっかりと確保するた

めに、働きやすい環境作りが進んでいる看護現場の実態に触れました。 

杉浦さんはいのちの誕生から最後までを見届ける医療現場に対して「僕も早くに父を亡くしていますので……」と、

自身も看護師に支えられた経験を振り返り「残された家族が一番弱っているので、その時に支えてもらうだけで心強

いです」と看護職の温かさについて触れました。 

また、杉浦さんとハリーさんは、鹿志村さんと佐藤さんが看護職として懸命に働く一方で、仕事もプライベートも両

立させている姿に感心していました。 

そして、病院で活躍する看護師の 2 人に、会場の参加者からの Q&A タイムも設けられました。参加者は、普段

なかなか聞くことのできない貴重な体験談に熱心に耳を傾け、看護職の魅力や未来を考える機会になりました。 

 

最後に、看護師の鹿志村さんは「看護師は病気を抱えた患者と向き合う仕事です。時には辛い場面や目をそむ

けたくなる時もありますが、プロとして勇気を振り絞れば、患者を支えることができます。看護師はやりがいもあり、自分

自身も成長できるので、看護師の世界に飛び込んでください」と伝えました。続いて、佐藤さんも「看護師は大変な

分、やりがいが 2 倍になって返ってきます。今回のイベントを通して、看護師になりたいと思う方がいたら、是非一緒

に看護師になって働きましょう」と、看護師を目指す学生に応援の言葉を贈りました。 

杉浦さんはイベントを通じて「看護職の仕事は、人々のハートを動かし、さまざまな人の人生を背負っているように

感じました」と述べたうえで、看護職を志す学生に対して、「今回のイベントを通して看護職のやりがいを感じ、未来

に向かって歩んでほしい」と話しました。 

ハリーさんは、「看護職の皆さんの存在がなければ、人生のステップを刻むことができません。学生の皆さんも、プラ

イドを持って夢に突き進んでほしい。『Good Luck!』」と、看護職への感謝と、これから看護職を志す学生にメッセー

ジを贈り、イベントを締めくくりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アーカイブ配信・「忘れられない看護エピソード」最優秀賞作品アニメーション】 

本イベントのアーカイブ映像や「忘れられない看護エピソード」最優秀賞作品アニメーションは、日本看護協会の

公式ホームページ、「看護の日」YouTube チャンネルにて視聴が可能です。 

 

■配信期間 

5 月 12 日（月）～ 

 

■配信 URL 

5 月 12 日は看護の日 公式 YouTube チャンネルにて 

https://www.nurse.or.jp/aim/simin/event/index.html 

 

https://www.nurse.or.jp/aim/simin/event/index.html

